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図1 サプライチェーンとロジスティクス

【サプライチェーン】

①業種別の経路

②施設別の経路

③地域別の経路

Iロジスティクス】    /́´

【生産システム】

[商取引流通](受注〕 〔発注 〕 (商流
=拡 大原理)

[物的流通]

表1 緊急支援

表2 緊急支拐

①プッシユ

②物資のセ

③被災地外

④トリアー

⑤シグナル

図2 緊急支J

【被災地外】

(2)緊 急支1

今後起こ

`
イディアを男

い(表2),(図

また,サ プライチェーンが途切れたままであれ

ば産業復興はできない。産業復興なくして雇用促

進はなく,雇 用なくして地域の復興はないからで

ある(参考文献 [1],[2],[3])。

3.緊 急支援物資輸送で生 じた問題と対策

(1)緊急支援物資輸送の三段階

被災時の緊急支援物資の輸送は,① 被災地外か

ら各県の集積場所まで,② 次に県から市町村の集

積場所まで,③ そして市町村から避難場所までの,

三段階である。

このとき,仮 にトラックが運行できる状況にあ

っても,商 品や物資が調達できなければ,緊 急支

援物資は供給できない。「道路の車種別通行可能」

76 運輸と経済 第72巻 第3号 '123

と「輸送可能」と「物資供給可能(ロジステイクス)」

は, まったく異なるのである。

東日本大震災で緊急支援物資の過不足が生じた

原因は, 5つ あった。第 1に,倉 庫内備蓄,店 舗

内在庫,家 庭の冷蔵庫なども被災したために,食

料品や医薬品の在庫がゼロになった地域が多かっ

た。第2に ,物 流のプロが少なく,集 積場所での

仕分け配分作業が非効率だった。第3に ,被 災地

内の小売業者の数 ・位置や通常の発注量を把握し

ている地元卸売業者が,被 災してデータを紛失し

た。第4に ,被 災地のメーカー ・卸小売業者や物

流事業者の施設 (工場や倉庫など)で,製 造機械や

倉庫内自動機器が破損したり,荷 崩れを起こした

例もあった。第5に , トラックやタンクローリー

の不足と,燃 料不足などがあった(表1)。

【輸送システム】

(工場,倉 庫な
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どんぶり,は し,飲料水,コ ンロ,燃料のセットJ

などがあげられる。生活用品では 「毛布, タオル,

歯磨き粉,歯 ブラシ,テ イツシュペーパー,石 鹸,

洗面器,バ ケツ, ヒシャク(柄杓)のセット」など

がある。さらには,「乳児用セットJ,「高齢者セ

ット」,「高血圧患者セット」などのセットも考え

られる。このようなセットをプッシュ型で被災地

に供給するのである。

第 3は ,「被災地外と被災地内の2種 類の物資

供給拠点」である。セット化する物流拠点は,被

災地外に設けるべきである。なぜなら,「ラーメン,

水, コンロ ・燃料のセット」において,緊 急支援

物資の供給元は, ラーメンは食品業界,水 や清涼

飲料水は飲料業界,燃 料は石油業界で,そ れぞれ

監督官庁も異なる。そして,緊 急支援物資が業界

別品目別にバラバラに送られると,被 災地内の物

資集積場所で仕分け 。セット化 ・配分をしなけれ

ばならなくなる。当然のことながら,仕 分け ・袋

詰めや配分は手間のかかる作業だから, このよう

な作業を被災地で行えば被災者に余計な負担をか

けてしまう。「被災者の負担を軽くすること」が

「救援の原則」なのだから,被 災地外の物流拠点

で 「セット化」して供給する方がよい。

東日本大震災のような大規模な被災であれば,

東京にある大きな体育館や民間企業の倉庫やター

ミナルなどを,緊 急支援物資のセット場所にした

い。ここでセット化された物資を被災地に送りこ

めば,被 災地の県や市町村の集積場所での負担を

軽減できるし,物 資のアンバランスを解消できる。

一方,被 災地内でも,被 災から時間が経過する

につれて,被 災者が必要とする物資も多様になり,

県や市町村の集積場所でも仕分け ・セット化 ・配

分が必要になる。このためには,市 の体育館や物

流事業者のターミナルを,災 害のときには緊急支

7θ 運輸と経済 第72巻 第3号 '123

援物資用の物流拠点として使用できるように施設

計画や建築設計をしておきたい。そして仕分けや

配分など物流作業にノウハウのある民間物流事業

者と,市 町村が協定を結んでおくとよい。

第 4は ,「 トリアージ(優先割当て)」である。

トリアージとは,医 療の世界で多数の患者を重傷

度と緊急性から選別して,最 も多くの人を救うよ

うに治療の順序を設ける危機対処方法である。一

般には, 黒 (回復の見込みのない者,も しくは治療

できない者),赤 (生命にかかわる重傷者でいち早く

治療すべき者),黄 (直ちに治療が必要ではないが,

赤になる可能性のある者),緑 (至急の治療が不要な

者)に分けられる。 トリアージについては,医 療

倫理的な課題を指摘する向きもあるが,大 規模災

害のように限られた数の医師と医薬品で,限 られ

た環境のもとでは,取 り入れなければならない方

法である。

これにならって,患 者を被災者や緊急支援物資

や救援車両に置き換えてみれば,緊 急支援物資の

種類と内容,物 資の配分時のランク付け,被 災地

内に進入させる緊急車両,ガ ソリン配給の順位付

けについても, トリアージを取り入れる必要があ

るだろう。これらは,す でに一部で導入されてい

る考え方であるが,統 一されていない面もあるの

で,再 検討しておくべきである。

第 5は ,「シグナル(合図)」である。日本の注

意報や警報は,危 ないことを知らせるが行動指針

には結びついておらず,警 報が出ても避難するか

否かは個人の判断による。しかし緊急時に多くの

人が適切に判断できるとは限らないからこそ, シ

グナルによって行動指針を決めておけばよい。筆

者の大学で,「午前 7時 に暴風警報が出ていたら

休講」としているようなものである。たとえば,

東日本大震災で 「シグナル3」 と政府が宣言した

ら, メーカー

資を東京ドー

ットを作り出

クで被災地に

動指針を作り

かって行動て

これらの5

ではないよう

きるか否か,

かどうかにカ

4.被 災地I

都市施i

(1)水産業(

ロジス:

東日本大房

してきた地弱

置き,こ れを

備を進めなカ

必要がある(

東日本大房

水産業であZ

低ければ設栃

あり,加 工態

ために短時躍

水産製品σ

程を大胆にコ

段階から,イ

加工品,調 理

へと進化し,

けたり,店 舎

ていくことは

この考えブ
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図4 水産物の施設間流通経路 ある。

震災復興計

スを保ちたい

ィの再生 (社

`
設備 ・技術の

道路や土地の

事業 (物的計ロ

る。

(4)震 災復J

石川栄耀に

店街等),②

宅建設等),(

保障の計画(

明示していた

防災のためσ

これを平時に

ドなど)は民

分担があって

本格的な寸

の対話のなカ

のこと自体に

異なって,最

ばスピードカ

が必要なこと

ポが遅れての

ない。

だからこ´

興のために1

画ごとに市J

していきたヽ

工分離型)。そ して,小 さな漁港で養殖 している

のであれば,隣 接する港に水揚げしてもよい (養

殖分離型)(図4)(表 3)。

このような組み合わせは,漁 港の扱い製品 (魚

種 ・加工度)や,製 品の搬入元 ・搬出先によって

異なるだろうし,都 市によっては複数の考え方を

取り入れるべきかもしれない。

約90年前の関東大震災において,後 藤新平によ

る震災復興計画は極めて短い時間で立てられた。

関東大震災の復興計画の主な対象には,学 校,公

園,河 川,道 路,市 場があった。教育施設の学校

2θ 運輸と経済 第72巻 第3号
'123

と防災施設を兼ねる公園

をセットにする一方で,

河川と道路と市場は人々

の生活物資を供給するた

めの施設だった。つまり

「教育 ・防災 ・ロジステ

ィクス」による生活基盤

の確保と産業復興という

明確な目標があったように思う。東日本大震災の

復興計画でも,産 業復興が必要なはずである。

(3)震 災復興計画における社会 ・経済 ,物的計

画のバランス

世界都市住宅連合(IFHP)は,都 市計画の3つ

の要素(①社会計画:Sodal Plan面ng,②経済計画 :

Economic Planning,③物的計画:Physical Planning)

をあげている。いくら立派な建物ができてもコミ

ュニティが破壊されてしまえば, よい都市になら

ないように, 3つ の要素のバランスを保つ必要が

漁港(海)

表3 ロジステイクスの視点による産業施設の配置計画

①ワンセット型

「漁場」 → 「漁港(海)・漁港(陸)・カロエ場」 → 「消費地」

②加工場分離型

「漁場」→ 「漁港(海)・漁港(陸)」→ 「加工場」 → 「消費地」

③養殖分離型

「漁場 ・漁港(海)」 → 「漁港(陸)・カロエ場」 → 「消費地」
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